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私は「ココ」にズームイン！！　Ｐ２～３
予算特別委員会

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます
ぎなん議会だよりは

Web上でも検索できます

ぎなんぎかいだより 検 索

長
谷
川 

淳

広
瀬 

恵
理
子

松
　 

浩
二

松
本 

暁
大

村
山 

博
司

議
会
広
報

特
別
委
員

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

■
今
議
会
の
補
正
予
算
で
は
公
平
委
員
会
の
措
置
要
求
に
基
づ

き
、
前
町
長
の
指
示
に
よ
る
５
分
間
の
労
働
に
対
す
る
未
払
い
賃

金
約
一
千
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
の
賛
否
も
分
か
れ

た
こ
と
か
ら
特
集
ペ
ー
ジ
も
作
り
ま
し
た
の
で
、YouT

ube

と

併
せ
て
ご
覧
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
長
谷
川
）

■
今
回
予
算
特
別
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
を
担
当
し
ま
し
た
。
数
多

く
の
新
規
事
業
が
進
め
ら
れ
る
中
、
活
発
に
話
し
合
い
を
行
う
こ

と
で
、
よ
り
深
い
理
解
が
得
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
多
種
多
様
な
考

え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
常
に
町
全
体
を
考
え
た
行

動
を
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　（
広
瀬
）

■
物
価
上
昇
が
続
き
生
活
に
影
響
が
及
ん
で
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
人
口
減
少
も
進
み
岐
阜
県
も
２
０
０
万
人
を
割
る
な
ど
、

今
後
に
お
い
て
同
じ
よ
う
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
か
と

い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。
町
で
で
き
る
こ
と
、
国
や
県
と
連
携
す

る
こ
と
な
ど
、
議
会
と
し
て
未
来
に
向
け
て
今
や
る
べ
き
こ
と
を

し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

（
松

）

■
常
任
委
員
会
の
特
集
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
上
で
い
つ
も
感
じ
る

こ
と
は
、
質
疑
と
答
弁
が
嚙
み
合
って
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
こ

と
で
す
。
一
般
質
問
で
も
散
見
し
ま
す
が
、
議
員
、
行
政
の
ど
ち

ら
も
論
点
の
整
理
や
準
備
が
で
き
て
い
る
状
態
で
臨
ま
な
け
れ
ば
、

た
だ
の
集
ま
り
で
し
か
な
い
と
感
じ
る
次
第
で
す
。

（
松
本
）

■
多
数
決
は
民
主
主
義
の
基
本
原
理
で
す
。
立
場
に
よ
って
主
張

が
異
な
る
こ
と
は
、
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
多
数
派
の
意
見

ば
か
り
に
基
づ
い
て
意
思
決
定
が
な
さ
れ
、
少
数
派
の
意
見
が
極

め
て
通
り
づ
ら
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

多
様
な
意
見
を
吸
い
上
げ
る
丁
寧
な
議
論
・
説
明
が
重
要
で
す
。

必
要
な
改
革
・
改
善
が
な
さ
れ
ず
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
な
環

境
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
村
山
）

北小学校６年

宮本由弥子さんの
作品です

表紙の題字

みやもと ゆみこ

もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

岐南町「菊友会」

特集

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

岐南町「菊友会」会長
髙見　幸夫さん

岐南町「菊友会」は昭和60年４月の結成から、現在に至る
40年間活動を続けており、公民館クラブ・サークル登録
団体で、また岐南町文化協会所属団体でもあります。
岐南町の実習室で毎月、原則土曜日14時～16時「岐南
菊友会」として活動しています。菊友会の活動は４月初旬
から土づくり、植付け、摘心、挿し芽、芽の整理や支柱立
て、つぼみ選定、芽かきなどを教えていただきながら、10
月末の菊花展に向けて活動を行っています。

岐南町の花「菊」
親しみがあり栽培しやすいことから、昭和50年の公募で
「菊」が選ばれました。菊は古くから人々に愛され、菊の花
言葉は高貴、高潔、高尚。気高く、気品に満ち溢れた菊の
花の姿からそう意味づけられております。苗から育て大
輪、中輪、小菊など秋には綺麗な花が咲きます。
皆さんも育ててみてはいかがでしょうか。

ぎなん議会だより　第58号 18

第
58号

令
和
7年
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1日

ぎ
な
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よ
り



令和７年度当初予算 予算特別委員会前年度より ４億４,６７８万円　増↑↑

一般会計 95億5,000万円 私は「ココ」にズームイン!!
予算特別委員会は、町の当初予算について審査するために設置される特別委員
会です。
その審査過程で、委員からどんな質疑があったのか、その一部をご紹介します。

町民生活に密着した事業、重点的かつ政策的な課題・施策
などの事業がどのように予算に組み込まれているか、その
優先度や緊急度などの点に着目し、詳細な質疑及び活発
な意見交換を行います。
一般会計の他、特別会計も同様に審査します。

木 下　美 津 子　委員

（福祉部長）令和６年度ピロリ菌検査は中学２年生の希望者
への事業で、令和７年度からは１９歳～３９歳対象の新規のサ
ンキュー検診で実施します。がん検診でのピロリ菌検査は死
亡率減少効果の根拠が不十分のため、令和６年度より実施し
ていません。

A

ピロリ菌検査が令和７年度予算に
明記されていないのは何故か？

渡 邉　憲 司　委員

三 宅　祐 司　委員

櫻 井 　明　委員

村 山　博 司　副委員長

松 本　暁 大　委員

松 　　浩 二　委員長

長 谷 川  淳　委員

加 藤　雅 浩　委員

広 瀬　恵 理 子　委員

特　集特　集

（経済環境課長）ごみ有料化は住民のごみ減量意識が高まる
有効な手段と考えています。また、使用期間の延長は現行の
ごみ袋の買い占めなどにもつながるため、延長については慎
重に検討させていただきます。

A

現在のごみ袋を２、３年先まで
使えるようにはできないか？

（総合政策課長）成人式で集まった仲間が「バモス」という団
体を立ち上げ、まちづくり提案型協働事業で飲食店を活性化
させたいとして「岐南おすすめマップ」を作成、ルートインを
ランドマークとした取り組みを町はバックアップしていきたい
です。

A

中部空港から１時間の岐南町、
ルートインを拠点に滞在と飲食店の紹介は？

質疑なし

（総務課長）市町村アカデミーの研修は現在行っていませ
ん。実務研修ＮＯMＡは今年度387,200円の予算を執行し
ています。

A

市町村アカデミーの研修など
職員研修の利用実績は？

（上下水道課長）埼玉県での事故を受け緊急パトロールを行
い、陥没や亀裂の確認をし、一番古い箇所はマンホール内の
点検を行い、安全を確認しました。

A

町内で下水道管の陥没が起こりそうな
箇所はないか？

（保険年金課長）介護用品の種類は、紙おむつ・尿取りパッド・
手袋・おしりふき・介護用防水シーツの５品としています。助
成対象は在宅での介護を受け常時おむつを必要とする要介
護４・５の方を対象としています。

A

紙おむつ等購入助成事業、
介護用品の種類や条件は？

（総務課長）すでに県や町村会を通じ、県の制度下において
自己負担なし、所得制限なしの完全無償化の実現を強く求め
る旨の要望書は出しています。今後もその要望書の実現の
ため、働きかけを継続していきたいと考えています。

A

高校生医療費無償化は町単独ではなく
県の事業としての働きかけは？

（総合政策課長）地域住民が公共交通の今後の在り方を考え
る貴重な機会です。利用者の推移を示すデータや未利用者
まで広げたアンケート、住民ワークショップなどのステップを
踏み住民が納得いく事業の見直しを行います。

A

公共交通住民ワークショップの
位置づけは？

ぎなん議会だより　第58号ぎなん議会だより　第58号 23



 

案　　　件 結果 反対した
議員

承認第 1 号 専決処分の承認を求めることについて 
（令和6年度一般会計補正予算(専決第4号)） 承認

議案第 1 号 岐南町の町長等、職員のハラスメント防止に関す
る条例について 可決

議案第 2 号 岐南町一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部を改正する条例について 可決

議案第 3 号 岐南町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部を改正する条例について 可決

議案第 4 号 岐南町職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例について 可決

議案第 5 号 岐南町職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例について 可決

議案第 6 号 岐南町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について 可決

議案第 7 号 岐南町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例について 可決

議案第 8 号 岐南町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の全部
改正について 可決

議案第 9 号
岐南町移動等円滑化のために必要な特定公園施設
の設置に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例について

可決

議案第 10 号 岐南町上下水道事業経営審議会設置条例について 可決

議案第 11 号
岐南町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資
格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する
条例の全部改正について

可決

議案第 12 号 岐南町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正
する条例について 可決

議案第 13 号 岐南町非常勤消防団員に係る退職報奨金の支給に
関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案第 14 号

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係
者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効
率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一
部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例について

可決

議案第 15 号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例について 可決

※

※

 

案　　　件 結果 反対した
議員

【議員発議】 
議案第 16 号

岐南町議会ハラスメント防止条例について 可決
加藤

条例に対する修正動議 否決

【議員発議】 
議案第 17 号

岐南町議会委員会条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

議案第 18 号
令和6年度岐南町一般会計補正予算について 可決 松

松本
村山補正予算に対する修正動議 否決

議案第 19 号 令和6年度岐南町介護保険特別会計補正予算につ
いて 可決

議案第 20 号 令和6年度岐南町後期高齢者医療特別会計補正予
算について 可決

議案第 21 号 令和7年度岐南町一般会計予算について 可決

議案第 22 号 令和7年度岐南町国民健康保険特別会計予算につ
いて 可決

議案第 23 号 令和7年度岐南町介護保険特別会計予算について 可決

議案第 24 号 令和7年度岐南町後期高齢者医療特別会計予算に
ついて 可決

議案第 25 号 令和7年度羽島郡二町教育委員会特別会計予算に
ついて 可決

議案第 26 号 令和7年度岐南町水道事業会計予算について 可決

議案第 27 号 令和7年度岐南町下水道事業会計予算について 可決

議案第 28 号 工事請負契約の締結について 
（下印食雨水幹線整備工事）（変更） 可決

【議員発議】 
議案第 29 号

刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書につ
いて 可決

【追加議案】

議案第 30 号 令和6年度岐南町一般会計補正予算について 可決

３月定例会ではこんなことが決まりました

※原案に反対した議員名を記載しています。
議案の詳細につきましては、岐南町ホームページ「提出議案」ページをご覧ください。

【おわびと訂正】
３月１日発行「ぎなん議会だより第５７号」の４ページの中で、議案第５５号から議案第６１号までの結果を認定と表記しましたが、
正しくは可決です。訂正しておわび申し上げます。

▲提出議案
　ページは
　こちら

定例会結果常任委員会

福祉
土木

総務
住民

３月定例会にて常任委員会を開催

常 任 委 員 会 がチェック！
町の仕事は様々な分野にわたっていることから、総務住民、福祉土木の２つの常任委員会を設置し、それぞれを分担
しながら、審査を行っています。
その審査過程で、委員からどんな指摘・要望があったのか、その一部をご紹介します。

【 議案第１号 町長等、職員のハラスメント防止に関する条例 】

【 議案第８号 町の廃棄物の処理及び清掃に関する条例の全部改正 】

【 議案第７号 乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する条例 】

【 議案第１０号 岐南町上下水道事業経営審査会設置条例 】

一切のハラスメントの根絶を目指して、組織として
あるべき姿を宣言するためです。A1
受け手側の感じ方によるところが大きいので、適切
な指導ができる研修をします。A2

上司等の指導が受け手側の判断でハラス
メントになる懸念については？Q2
本条文に前文を入れた理由とは？Q1

予定の施設は、この基準に合わせて準備を進めて
おり、確保できる予定です。A1
説明会の他、情報提供、現場における聞き取りを複
数回実施するなど、各保育施設の実情に応じた実
施方法の検討を行っています。

A2
事業者へ制度を理解して実施してもらえ
るよう、町としての配慮は何か考えたか？Q2

受け入れ人数に対する人員の確保はでき
ているのか？Q1

近隣市町と同様に、分かりやすさ、仕組
みのシンプルさを優先しました。A1

共助で手伝い合える仕組みに、有料化
で得た資金をもとに補助するなど検討
します。

A3

回収業者が自宅まで引き取りをしてい
る仕組みを引き継ぐ運用を想定してい
ます。費用は処理費と業者の運搬料が
必要です。

A2粗大ごみは、自宅まで取りに来ても
らうことはできるのか？Q2
拠点施設まで持っていけない高齢
者などの対応についての考えは？Q3

手数料設定を、排出量の抑制がよ
り高い多段階比例型でなく、単純
比例型を選択したのは？

Q1

できるだけ多様な意見を取り入れたいこと、
議員には審議会の先の議会で審議を重ねて
いただくことがより適切と考えています。

A1

収支バランスの改善のため見直しを行う必
要があり、この審議会にてこの先を見据え
て検討していただきたいと考えています。

A2
供用開始以来、下水道使用料
を見直ししなかった理由は？Q2

審議会の委員に、議会代表を
入れる考えはないのか？Q1

常 任 委 員 会 がチェック！

ぎなん議会だより　第58号ぎなん議会だより　第58号 45



採決の結果 修正案に 反対8 賛成１ で原案が可決されました

採決の結果 修正案に 反対6 賛成3 で原案が可決されました

職員の働き方改革の一環で役場の開庁時間を改めるべきでは？
業務の精査、住民のご意見を受け又夜間や土日の開庁も含め開庁時間も早急に検討し
ます。

Q
A

定例会質疑定例会質疑

令和７年３月定例会ではこのような質疑・討論・修正動議がありました 議案第１８号　令和6年度岐南町一般会計補正予算をピックアップ

長谷川議員 岐南町の町長等、職員のハラスメント防止に関する条例について

A1, （総務部長）選定の範囲を総務課職員に限定せず、全課に広げたことです。
また、相談に対する傾聴スキルやコミュニケーション能力、相談業務経験などを総合的に判断します。

Q1, 相談員の配置についての改善点は？また相談員を選定する際の判断基準は？ 修正の内容は、前町長より開庁時刻８時３０分の５分前出勤命令があったことによる職員に支払う報酬
およそ１１００万円を削除するものです。提案理由としては、納税者である町民の理解を得られるよう、
また今後このようなことが発生しないよう精査した上で改めて提案していただきたいということです。

A2, （総務部長）幅広い相談員を確保するためです。
Q2, 外部相談員に産業医を入れる理由は？

A3, （総務部長）損失保証の規定はありません。
Q3, ハラスメントを行った疑いのある者が、最終的に無実であった場合の損失保証は？

A4, （総務部長）罰則の規定はありませんが、公務員として相応しくない行為の場合、懲戒処分の対象になります。
Q4, 明らかな虚偽報告の罰則はあるのか？

A5, （総務部長）町職員か弁護士でハラスメント調査委員会を組織し、事実確認等を行っていきます。
Q5, 特別職から議員に対するハラスメントがあった場合の、具体的な進行のスキームは？

議案第1号

加藤議員 岐南町議会ハラスメント防止条例について

A1, 議会改革検討会で2回、総務常任委員会で1回、正副議長で2回です。
時間はおそらく10時間前後だと思います。

Q1, この条例を策定するまでに要した会議の日数と時間はどの程度あったのか？

A2, 現時点でははっきりわかりませんが、当然、出てくればその都度1個1個判断をしていくというものです。
Q2, パワーハラスメントが議員間で成立するか。成立するのであれば、それは具体的にどのような事例か？

議案第１６号

加藤議員 刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書について

A, 提出者として、例えば地元選出の国会議員であったり、そういった色々調査であったり働きかけをして
きたかということについては、していません。

Q, 刑訴法の再審規定改正は、国政マター。すでに国会でも法改正に向けて動いている現状を
理解した上で、地元選出の国会議員に、国会の動向等も含めて意見や要望は当然していると
思うが、その回答内容はどのようなものだったのか？

議案第２９号

加藤議員より　　　　　　 について 修正動議 が出されました
修正の内容は、条文中の曖昧な点に関し加筆の上、修正するものです。

議案第１６号

長谷川議員　修正案に反対 ３月議会での条例制定の意思を尊重し、ガイドラインを含め議会終了後
速やかに話し合えばよい。

討論

松本議員より 修正動議 が出されました

原案と修正案に対する質疑

討論

●木下議員● 時間外勤務手当について

修正案に反対　労働基準法から考えると、わずか1分で
も法定時間を超える時間外労働であれば、残業代支払
いの対象となり適切に支払うべき。

●渡邉議員●
修正案に反対　前町長のパワハラが根源と考えれば、
補償は適切で賛成する。
ただ、町民への説明と謝罪は町長が自ら行うべき。

●三宅議員●

修正案に賛成　町長自ら精査する気持ちはないのか。
町民の税金を使うのだから、町長自ら正当な金額である
ことをしっかり調査した上で町民に説明するのが先決で
はないか。そして、改めて提案するべきではないのか。職
員の労働の対価として支払うことは当然だが、これらの
不整合が整理できない段階では、適正な判断ができな
い。よって予算額の厳格な精査を求める。

●村山議員●

修正案に賛成　新聞掲載後に町民の方々から批判が多
くあり、３～４年前のことで緊急性もないことから町民に
理解を得られるよう丁寧な説明をするべきと思う。

修正案に反対　公平委員会の勧告を受け、町は「支払
う」という対応で決着がついている。法定労働時間を超
えたら時間外手当を支払わなければならないと法律で
定められている。

●広瀬議員●

修正案に反対　結局、納得するかしないかは個人の主
観。時系列も含めた説明の資料も出され、数々の議員か
らの質問に対してもきちんと答えをされている。それだ
け説明をしてもまだ時間が足りないというなら、議運で
十分な審議時間をとって、さらに独自の調査をすればよ
かったのに、それをしなかった議員側の判断。

●加藤議員●

修正案に反対　本日採決するのか、先延ばしにするのか
は非常に迷っていたが、就業規則と開庁時間の見直しを
早急に取り組むと町長から答弁があったので、早急な改
善に期待する。修正動議に関しては提案理由と答弁の整
合性がなかった、どうなったら賛成するかという質疑に対
しての明確な答弁がなかった、予算の数字を修正するの
に第３者に確認してもらわないのはあり得ないという理
由から修正動議に反対、原案に賛成する。

●長谷川議員●
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。
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【定例会3日目】

【定例会4日目】

一般質問の全容は
　　　　　を
ご覧ください

一般質問一般質問

ご
み
有
料
化
へ
の

　
　取
り
組
み
に
つ
い
て松本 暁大 議員

まつもと あきひろ

Q
平
成
22
年
度
で
処
理
施
設
が
稼
働

停
止
だ
っ
た
は
ず
が
、
覚
書
も
な
い

が
し
ろ
に
さ
れ
、
既
に
十
数
年
も
先
延
ば
し

に
し
て
き
た
。
統
括
的
処
理
責
任
を
負
う

立
場
と
し
て
住
民
に
対
し
て
の
考
え
は
。

賛
否
両
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
町
財

政
は
も
と
よ
り
、
ご
み
、
そ
も
そ
も
資
源
に

対
す
る
意
識
を
皆
さ
ん
に
強
く
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
意
味
で
も
、
私
は
必
然
な

こ
と
と
考
え
ま
す
。
た
だ
、
所
得
は一向
に

増
え
ず
、
物
価
上
昇
が
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
現
実
が
あ
る
中
で
、
更
な
る
負

担
を
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る
わ
け
で
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）
平
成
18
年
計

画
当
初
は
羽
島
市
南
部
北
東
地

域
を
発
表
し
た
も
の
の
、
用
地
交
渉
は

難
航
し
、
説
明
会
を
す
る
な
ど
粘
り
強

く
調
整
を
試
み
ま
し
た
が
、
用
地
買
収

は
極
め
て
困
難
な
状
況
で
し
た
。そ
し
て
、

平
成
28
年
に
建
設
地
の
住
民
の
方
々
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
下
、
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
事
業
主
体
の
２
市
２
町
が
ご
意

見
や
懸
念
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
慎
重

か
つ
丁
寧
に
対
応
し
た
結
果
で
あ
り
、

経
緯
に
つ
き
ま
し
て
は
改
め
て
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

AQ
資
源
回
収
に
立
ち
会
う
と
世
代
間
の

意
識
が
よ
く
分
か
る
。
経
済
的
な

負
担
面
だ
け
で
な
く
、
知
識
や
減
量
意
識

の
改
善
な
ど
の
啓
発
活
動
も
必
要
と
考
え

る
が
、
具
体
策
は
あ
る
の
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
世
代
間
の
意

識
調
査
は
実
施
し
て
い
な
い
た

め
、
明
確
な
回
答
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

外
食
が
多
い
傾
向
・
書
籍
等
を
デ
ジ
タ

ル
で
楽
し
む
・
フ
リ
マ
ア
プ
リ
の
活
用
で

不
要
品
を
売
却
す
る
な
ど
、
ご
み
の
排

出
が
少
な
い
生
活
様
式
へ
進
ん
で
い
る
と

推
察
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
広
報
紙

な
ど
を
通
じ
て
分
別
・
減
量
を
啓
発
し

て
き
ま
し
た
が
、
ご
み
減
量
が
全
て
の
世

代
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的

に
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

A

Q
「
現
行
の
ご
み
袋
は
有
料
化
の
制
度

に
対
応
し
て
い
な
い
の
で
」
と
あ
る
。

要
は
使
用
不
可
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
制
度

移
行
に
つ
い
て
は
一
定
の
猶
予
期
間
を
設
け

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
も
事
業
に
対
す
る

理
解
を
得
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
考
え
る

が
。

（
総
合
政
策
部
長
）
旧
ご
み
袋
は

有
料
化
の
趣
旨
に
基
づ
く
処
理
手

数
料
が
価
格
に
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、

実
施
後
に
は
使
用
で
き
な
く
な
る
予
定

で
す
。
有
料
化
開
始
ま
で
に
１
年
間
あ

り
ま
す
の
で
、
計
画
的
な
ご
み
袋
の
購

入
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、
広
報
紙
で

も
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
移

行
時
に
は
混
乱
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
猶
予
期
間
に
つ
い
て
は
今
後
、
詳
細

に
検
討
し
ま
す
。

A 旧
袋
の
猶
予
期
間
を
設
け
て
は

部
長
　
今
後
、
詳
細
に
検
討
し
ま
す

住
民
説
明
会
の
開
催
予
定
は

部
長
　
早
い
時
期
に
各
校
区
単
位
で
開
催

先
延
ば
し
に
し
て
き
た
こ
と
は

部
長
　
経
緯
に
つ
い
て
改
め
て
ご
理
解
を

（
総
合
政
策
部
長
）
ご
み
有
料
化

導
入
の
必
要
性
、
ご
み
の
出
し
方

ル
ー
ル
の
変
更
点
な
ど
、
よ
り
深
く
ご
理

解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
来
年
度
の
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
、
各
校
区
単
位
で
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
、
正
式
に
日
程
等
が
決
定
し
ま

し
た
ら
、
改
め
て
広
報
ぎ
な
ん
、
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ラ
イ
ン
な
ど
で
周
知

し
ま
す
。

A Q
有
料
化
事
業
等
の
必
要
性
や
姿
勢

を
十
二
分
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
の
説
明
会
に
つ
い
て
、
開
催
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 『金属・緑ごみ』回収日の様子

【有料化や排出方法の変更によって、負担が発生する
住民への丁寧な説明と理解、対応策を検討・実施す
ることが大切である】
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基
金
運
用
の
イ
ン
フ
レ
リ
ス
ク

会
計
管
理
者
　財
政
担
当
と
協
議
・
検
討

ビ
ズ
モ
デ
ル
型
支
援
の
考
え
は

部
長
　活
用
で
き
な
い
か
検
討

金
利
の
あ
る
世
界
に
お
け
る

財
政
運
営

ネ
ク
ス
ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
に
向
け
た

学
校
教
育
の
取
り
組
み

異
常
気
象
か
ら
児
童
生
徒
を

守
る
た
め
に

（
教
育
長
）
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む

と
学
習
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
最

短
距
離
で
目
標
に
到
達
で
き
る
反
面
、

体
験
は
疑
似
的
な
も
の
に
留
ま
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、自
ら
コ
ン
パ
ス
や
定
規
を
使
っ

て
描
く
図
形
、
絵
の
具
を
調
合
し
て
得

る
色
彩
感
覚
、
花
の
観
察
で
感
じ
る
春

の
暖
か
さ
、
理
科
実
験
に
お
け
る
臭
い
や

熱
、
光
と
い
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
の
直
接
体
験

か
ら
得
ら
れ
る
学
び
は
、
デ
ジ
タ
ル
だ
け

で
は
代
替
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、Ｄ
Ｘ
化
や
日
常
的
な
デ
ジ
タ

ル
活
用
に
よ
る
効
率
向
上
、
ア
ナ
ロ
グ
体

験
の
良
さ
の
見
極
め
を
両
立
さ
せ
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
な
学
習
環
境
の
構
築
を
目
指

し
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
を
未
来
に

つ
な
が
る
「
よ
り
よ
い
文
房
具
」
と
し
て

活
用
し
て
い
く
考
え
で
す
。

A Q
新
し
い
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
教
員
、

児
童
生
徒
の
文
房
具
と
な
れ
る
か
。

商
工
業
へ
の
支
援
と
町
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
総
務
部
長
）
返
礼
品
開
発
費
に

係
る
補
助
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
創
出
、

事
業
者
と
の
関
係
構
築
な
ど
多
方
面
に

わ
た
る
効
果
を
も
た
ら
す
重
要
な
施
策

で
す
。

返
礼
品
の
開
発
資
金
を
補
助
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
事
業
者
が
新
た
な
商
品
を

生
み
出
し
、
そ
の
結
果
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
額
の
増
加
や
、
地
域
特
産
品
・

地
元
企
業
の
魅
力
向
上
へ
の
寄
与
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
返
礼
品
登
録
基
準
の
改
正
に
伴

う
返
礼
品
登
録
数
の
減
少
に
よ
る
寄
附

金
額
の
落
ち
込
み
に
歯
止
め
を
か
け
る
施

策
の一環
と
し
て
、
町
と
し
て
も
商
工
業

者
へ
の
支
援
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
発

展
を
目
指
し
、
当
該
補
助
事
業
の
導
入

を
検
討
し
ま
す
。

A Q
町
内
商
工
業
者
に
向
け
た
、
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
等
開
発
費
補
助
の

考
え
は
。

（
総
合
政
策
部
長
）「
ビ
ズ
モ
デ
ル
」

型
支
援
は
、
中
小
企
業
や
個
人

事
業
者
の
公
的
支
援
を
目
的
と
し
た
新

た
な
取
り
組
み
で
、
地
方
自
治
体
が
雇

用
し
た
経
営
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
支

援
を
中
心
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
地
元
の
中
小
企
業
や

事
業
者
に
対
し
個
別
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
事
業
の
強
み
や
潜
在
的
な
可
能
性

を
見
出
し
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
で
、経
営
戦
略
の
見
直
し
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
改
善
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
提
案
な
ど
、
従
来
の
補
助
金

支
給
型
支
援
と
は
一
線
を
画
し
た
実
践

的
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
実
現
し
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
「
知
恵
」
を
活
用
し
、
資
金
を
か
け

ず
に
事
業
者
の
強
み
を
最
大
限
に
引
き

出
す
支
援
策
と
し
て
、
ビ
ズ
モ
デ
ル
型
支

援
の
導
入
や
、
既
存
の
商
工
会
に
よ
る

経
営
相
談
と
の
違
い
を
明
確
に
し
な
が

ら
、
今
後
の
中
小
企
業
支
援
・
ご
当
地

ビ
ズ
と
し
て
活
用
が
で
き
な
い
か
を
検
討

し
ま
す
。

A Q
「
強
み
を
見
い
だ
し
、
お
金
を
か
け

る
こ
と
な
く
、『
知
恵
』
を
つ
か
っ

て
ビ
ジ
ネ
ス
の
流
れ
を
変
え
る
」
ビ
ズ
モ
デ

ル
型
支
援
実
施
の
考
え
は
。

（
会
計
管
理
者
）
イ
ン
フ
レ
に
よ

り
金
融
資
産
の
価
値
が
目
減
り

す
る
中
で
、
有
効
な
運
用
対
策
と
し
て
、

果
実
運
用
型
基
金
は
リ
ス
ク
が
低
く
利

回
り
の
高
い
運
用
先
や
運
用
期
間
を
選

定
し
一
括
運
用
す
る
ほ
か
、
有
価
証
券

に
つ
い
て
は
金
融
変
動
リ
ス
ク
の
分
散
を

図
る
た
め
、
一
定
額
を
毎
年
購
入
し
て

平
準
化
す
る
な
ど
、
よ
り
効
果
的
な
基

金
運
用
を
財
政
担
当
課
と
協
議
・
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

A Q
基
金
の
運
用
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
リ

ス
ク
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

広瀬 恵理子 議員
ひろせ えりこ

加藤 雅浩 議員
かとう まさひろ

近
年
続
い
て
い
る
気
候
変
動
に
よ
り
異
常
気

象
が
発
生
し
、
夏
の
猛
暑
や
強
い
雨
が
更

に
激
し
く
な
る
影
響
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
、
小
中
高
生
の
自
殺
者
数
が

過
去
最
多
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
日
本
の

子
ど
も
た
ち
が
幸
せ
を
感
じ
て
い
な
い
と
い

う
結
果
が
国
際
調
査
で
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。

Q
登
下
校
や
学
校
内
で
猛
暑
に
よ
る
健

康
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
具
体
的

な
配
慮
は
し
て
い
る
か
。

Q
現
在
１
日
に
必
要
な
水
分
を
摂
れ
る

環
境
は
あ
る
か
。

Q
登
下
校
時
の
急
な
豪
雨
に
遭
遇
し
た

際
、
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
必
要

な
行
動
を
身
に
付
け
る
指
導
は
し
て
い
る

か
。

Q
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
の
台
数
の
増

加
や
各
階
ま
た
、
小
学
校
へ
の
設
置

の
考
え
は
あ
る
か
。

（
教
育
長
）
各
学
校
に
は
水
道
水

を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
て
時
間
を
見
て
自
ら
持
参
し
た

水
筒
に
補
充
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

現
段
階
で
は
ウ
ォ
ー
タ
ー

ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
新
設
や

増
設
は
必
要
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

AQ
子
ど
も
た
ち
が
主
体
と
な
り
意
見
を

交
換
す
る
場
や
機
会
を
設
け
る
こ
と

は
可
能
か
。

（
町
長
）
子
ど
も
た
ち
の
声
に
耳

を
傾
け
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で

き
る
機
会
を
作
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

行
政
や
地
域
も
「
子
ど
も
の
権
利
」
に

つ
い
て
理
解
し
、
対
話
を
通
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
子
ど
も
だ
け

で
な
く
幸
せ
な
地
域
に
な
っ
て
い
く
の
だ

と
思
い
ま
す
。

A 子
ど
も
た
ち
の
幸
福
度
向
上
を

目
指
す
た
め
に

警
報
級
な
ど
の
判
断
は

教
育
長
　す
ぐ
ー
る
等
で
周
知

（
町
長
）「
子
ど
も
の
権
利
」
を

守
る
こ
と
は
、
単
に
子
ど
も
を
保

護
す
る
と
い
う
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
子

ど
も
自
身
が
社
会
の
一
員
と
し
て
尊
重

さ
れ
将
来
的
に
自
立
し
た
大
人
へ
と
成

長
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。
価
値
観
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
社
会
に
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
過
程
に
お
い

て
の
「
条
例
」
の
位
置
づ
け
は
重
要
で
あ

り
、
事
業
の
持
続
性
を
鑑
み
て
も
大
変

有
意
義
で
す
。

A Q
町
と
し
て
子
ど
も
の
権
利
を
守
る

こ
と
に
つ
い
て
の
重
要
性
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
町
長
）
本
町
の
強
み
で
あ
る
「
子

育
て
支
援
の
充
実
」
や
「
地
域
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
」
と
い
う
資
源
を
活
用
す
る

こ
と
で
さ
ら
な
る
地
域
全
体
の
発
展
と
な

り
、
よ
り
一
層
高
い
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
こ

と
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
条
例
の
制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

A Q
岐
南
町
で
の
子
ど
も
条
例
を
制
定

す
る
考
え
は
。

一般質問一般質問

（
教
育
長
）「
子
ど
も
１
１
０
番
の

家
」
や
近
隣
の
「
店
舗
」
等
に

避
難
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
、
状
況
に
応

じ
て
判
断
し
行
動
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
。
中
学
校
保
健
体
育
の
保
健
領
域

に
は
、「
自
然
災
害
に
よ
る
危
険
」「
自

然
災
害
に
よ
る
傷
害
の
防
止
」「
防
災
の

自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
授
業
が
あ
り
、

実
践
的
な
指
導
の
場
と
し
て
い
ま
す
。

A
（
教
育
長
）
岐
南
町
内
の
小
中
学

校
で
は
、日
照
時
の
日
傘
の
活
用
、

下
校
時
に
も
必
要
に
応
じ
て
水
筒
に
水

道
水
を
入
れ
、
適
宜
飲
む
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
。

A

Q
警
報
級
・
災
害
級
な
ど
の
判
断
が

難
し
い
場
合
が
増
え
て
い
る
が
、
岐

南
町
内
の
小
中
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に
情
報

を
共
有
し
判
断
し
て
い
る
か
。

（
教
育
長
）
判
断
の
基
準
は
、
保

護
者
に
対
し
各
学
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や「
す
ぐ
ー
る
」等
で
周
知
を
図
っ

て
い
ま
す
。「
警
報
発
表
時
等
の
対
応
に

つ
い
て
」
に
基
づ
く
対
応
に
な
り
ま
す
。

A

（
教
育
長
）
小
中
学
校
の
各
階
の

廊
下
に
、
水
飲
み
場
と
し
て
水
道

設
備
が
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
簡
易

水
道
維
持
管
理
に
よ
り
、
定
期
的
な
保

守
点
検
や
水
質
管
理
を
行
って
い
ま
す
の

で
、
安
全
面
や
衛
生
面
で
の
問
題
は
な

く
飲
料
水
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

A
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在
宅
介
護
者
等
の
避
難
所
は

部
長
　
３
公
共
施
設
と
９
民
間
施
設
準
備

保
育
士
不
足
に
関
す
る
施
策
は

部
長
　
保
育
士
の
負
担
に
配
慮
し
進
め
る

子
ど
も
へ
の
文
化
・
芸
術
鑑
賞

の
開
催
状
況
と
今
後
の
計
画

災
害
時
の
対
応
を
問
う

認
知
症
を
よ
り
理
解
す
る

た
め
に

公
共
交
通
の
未
来
に
賭
け
て

　
　
　
　
　
　
　（
第
３
弾
）

（
教
育
長
）
令
和
７
年
度
も
町
内

小
中
学
校
で
芸
術
鑑
賞
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
文
化
庁
や
県
が
実
施
す

る
巡
回
公
演
等
も
各
学
校
に
周
知
し
活

用
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

ケ
ス
ト
ラ
演
奏
で
合
唱
し
ま
し
た
。
鑑

賞
し
た
児
童
は
演
技
の
迫
力
と
楽
し
さ

を
感
じ
、
中
学
生
は
演
奏
の
雄
大
な
響

き
が
体
に
伝
わ
り
も
っ
と
聴
い
て
い
た
い

と
思
っ
た
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
児
童
、
生
徒
は
芸
術
鑑
賞
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

A Q
今
後
の
開
催
に
向
け
て
の
動
き
と
開

催
計
画
は
。

（
福
祉
部
長
）
自
宅
で
医
療
を
受

け
て
い
る
方
は
令
和
５
年
度
で
約

１
１
０
人
、
訪
問
介
護
の
利
用
者
は
令

和
６
年
12
月
で
３
７
４
人
で
す
。
家
族

介
護
を
受
け
て
い
る
方
は
約
６
２
０
人
と

推
測
し
ま
す
。

A Q
現
在
、
自
宅
で
の
医
療
又
は
訪
問
介

護
や
家
族
介
護
を
受
け
て
い
る
方
は

何
人
く
ら
い
い
る
の
か
。

能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年
が
過
ぎ
災
害
関

連
死
で
な
く
な
っ
た
方
が
災
害
直
接
死
の
方

の
数
を
上
回
っ
た
。
岐
南
町
も
大
き
な
地
震

が
起
き
避
難
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、
自
宅

で
訪
問
医
療
や
在
宅
介
護
の
方
達
の
避
難

場
所
の
準
備
が
必
要
。

（
福
祉
部
長
）
令
和
７
年
１
月
現

在
要
介
護
４
は
１
２
２
人
、
要
介

護
５
は
93
人
で
計
２
１
５
人
。
又
サ
ー
ビ

ス
受
給
者
は
２
３
６
件
で
内
１
３
３
件
が

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

A Q
家
族
介
護
を
受
け
て
い
る
方
で
介
助

が
な
い
と
体
を
動
か
せ
な
い
要
介
護

４
、
５
の
方
の
人
数
は
。

（
福
祉
部
長
）
平
成
25
年
８
月
に

内
閣
府
で
作
成
さ
れ
た
避
難
行

動
要
支
援
者
へ
の
指
針
に
従
い
対
応
し
、

笠
松
町
と
防
災
部
会
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

指
定
避
難
所
で
の
生
活
が
難
し
い
方
の

A Q
訪
問
医
療
、
在
宅
介
護
の
方
の
避

難
所
は
。

（
福
祉
部
長
）
講
演
形
式
の
単
発

的
で
は
な
く
実
践
的
な
も
の
と
し

て
国
立
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
実
施
の
事

業
に
令
和
７
年
度
か
ら
参
加
し
推
進
し

ま
す
。

た
め
福
祉
避
難
所
と
し
て
町
の
３
公
共

施
設
と
町
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
民
間

の
９
施
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

A Q
昨
年
９
月
議
会
で
認
知
症
や
認
知
症

予
防
の
正
し
い
知
識
の
講
演
又
講
義

を
開
催
す
る
た
め
羽
島
郡
医
師
会
の
専
門

医
や
学
官
連
携
の
学
校
と
も
相
談
し
検
討

す
る
と
の
答
弁
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

（
教
育
長
）
３
小
学
校
は
毎
年
、

音
楽
か
演
劇
を
鑑
賞
し
て
い
ま

す
。
文
化
庁
の
巡
回
公
演
の
活
用
は
、

令
和
５
年
度
に
北
小
が
人
形
劇
団
を
、

今
年
度
は
中
学
校
が
岐
阜
県
交
響
楽
団

に
よ
る
演
奏
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
生
徒

の
代
表
が
指
揮
者
体
験
、３
年
生
が
オ
ー

A Q
岐
南
町
の
小
中
学
校
で
の
今
ま
で
の

開
催
状
況
と
子
ど
も
た
ち
の
評
価
、

反
応
は
。

三宅 祐司 議員
みやけ ゆうじ

木下 美津子 議員
きのした みつこ

文
化
庁
の
２
０
０
２
年
度
か
ら
の
事
業
で
小

中
学
校
等
で
プ
ロ
の
文
化
芸
術
団
体
の
巡
回

公
演
等
、
派
遣
し
本
物
の
文
化
・
芸
術
に

触
れ
る
こ
と
で
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
事

業
で
す
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
公
演
の
多
く

が
中
止
と
な
っ
た
。

後
藤
町
長
の
就
任
後
「
公
共
交
通
の
在
り

方
が
何
だ
か
整
理
さ
れ
て
い
な
い
」
巡
回
バ

ス
廃
止
を
政
策
公
約
に
掲
げ
た
町
長
が
、

そ
の
後
「
高
齢
者
支
援
が
重
要
」
と
言
い

換
え
な
が
ら
、
廃
止
を
た
め
ら
う
。
し
か

し
そ
の
方
向
転
換
に
つ
い
て
は
、
根
拠
あ
る

説
明
や
代
替
案
の
提
示
が
10
か
月
経
過
し

た
今
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。「
高
齢
者
支
援
」

と
称
し
て
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
を
同
じ
土
俵
で

議
論
す
る
曖
昧
な
手
法
が
続
き
、
結
論
を

先
送
り
し
、
契
約
期
限
を
待
つ
だ
け
の
姿
勢

に
も
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
単
な
る
政
策
の
迷

走
で
は
な
く
、
決
断
力
の
欠
如
、
あ
る
い
は

国
の
制
度
が
す
べ
て
正
し
い
と
は
限
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
、
保
育
の
現
状
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
現
在
、
全
国
的
に
保

育
士
不
足
が
深
刻
で
あ
り
、
岐
南
町
で
も
、

な
り
手
不
足
や
離
職
、
地
域
間
の
違
い
に
よ

る
転
職
の
影
響
で
問
題
が
さ
ら
に
加
速
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、保
育
の
需
要
は
高
ま
り
、

愛
知
県
田
原
市
で
は
保
育
無
償
化
の
影
響

で
待
機
児
童
が
増
加
し
、
国
で
は
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
」
制
度
の
導
入
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
制
度
は
子
育
て
世
帯

の
負
担
軽
減
に
寄
与
す
る
一
方
、
現
場
の

負
担
を
増
や
し
、
保
育
士
の
離
職
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
保
育
士
の
多
く
は
子
育
て
中
の
母
親
で

も
あ
り
、
長
時
間
労
働
や
休
日
の
取
り
づ

Q
巡
回
バ
ス
の
在
り
方（
改
革
）に
つ
い

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
つ

も
り
か
。

意
図
的
な
先
延
ば
し
と
受
け
取
ら
れ
て
も

仕
方
が
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

住
民
の
皆
様
が
不
安
に
感
じ
る
の
は
当
然
で

す
。
私
の
考
え
を
申
し
上
げ
ま
す
。
我
が

ま
ち
岐
南
町
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
外
出
支

援
、
す
な
わ
ち
足
の
確
保
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
タ
ク
シ
ー
が
最
適
と
考
え
ま
す
。
つ

ま
り
論
点
は
「
高
齢
者
支
援
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
す
。
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
は
運
用
の

性
質
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
を
個
別

に
協
議
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
バ
ス
を

廃
止
す
る
の
か
、
改
革
す
る
の
か
を
明
確

に
し
な
け
れ
ば
議
論
は
前
に
進
み
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
一
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
参
考

に
推
計
65
〜
89
歳
５
５
５
９
人
よ
り
運
転
し

な
い
層
30
％
、
１
６
６
７
人
の
数
値
が
町
長

の
「
高
齢
者
の
外
出
支
援
を
第
一
義
」
と

す
る
巡
回
バ
ス
の
方
針
と
整
合
す
る
の
か
、

併
せ
て
ご
質
問
し
ま
す
。

巡
回
バ
ス
の
改
革
と
取
組
は

町
長
　
目
的
に
か
な
う
手
段
の
提
示
前
提

ら
さ
か
ら
「
保
育
士
と
し
て
働
き
続
け
る
の

が
難
し
い
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
潜
在
保
育
士
の
増
加
、
配
置

基
準
の
見
直
し
、
加
配
が
必
要
な
子
ど
も

の
増
加
も
あ
り
、
現
場
の
負
担
は
増
す
一
方

で
す
。（

福
祉
部
長
）「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
」
の
実
施
に
向
け
、
保
育

施
設
へ
は
情
報
提
供
や
課
題
の
聞
き
取

り
、
各
施
設
の
実
状
に
応
じ
た
実
施
方

法
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
保

育
現
場
の
意
見
を
く
み
上
げ
、
保
育
士

の
負
担
に
配
慮
し
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。 A Q

新
た
な
制
度
と
の
整
合
性
と
保
育

士
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
対
策
を
お
考
え
か
。

一般質問一般質問

（
町
長
）
岐
南
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ

ス
事
業
は
、
議
会
の
可
決
を
経
て

始
ま
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
真
に
必
要
と

す
る
方
に
届
い
て
い
な
い
状
況
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
目
的
に
か
な
う
手
段
を

提
示
す
る
こ
と
を
前
提
に
現
行
の
運
行

を
終
了
す
る
方
針
を
お
示
し
し
ま
し
た
。

今
後
、
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
等
で
議
論

を
深
め
、
公
共
交
通
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

A

笠松駅へ直行！通勤通学

節約！車を1台減らしませんか？

保育士不足

国の制度に現場は追いつけない‼
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リ
ハ
ビ
リ
補
助
金
の
考
え
は

部
長
　補
助
金
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

ご
み
有
料
化
に
関
連
さ
せ
て
は

部
長
　ご
み
有
料
化
と
は
別
に
考
え
る

ごみ捨て場

ごみ収集

身
体
障
害
者
の
等
級
に
応
じ
た

リ
ハ
ビ
リ
補
助
金
の
考
え
は

自
治
会
存
続
に
向
け
た

町
の
考
え
方

町
長
の
考
え
る
町
づ
く
り
と
は

職
員
の
意
識
改
革
を
問
う

（
福
祉
部
長
）
国
の
制
度
に
よ
る

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
が
で

き
て
い
ま
す
。
な
お
、
ボ
ト
ッ
ク
ス
注
射

に
つ
い
て
は
、
治
療
行
為
と
し
て
行
わ
れ

る
こ
と
で
す
の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
補
助
金
の

対
象
外
で
す
。

A
（
総
務
部
長
）
ご
み
袋
を
安
く
購

入
で
き
る
こ
と
で
、
ご
み
の
分
別

意
識
が
低
下
し
、
ご
み
の
量
が
増
え
る

A Q
身
体
障
害
者
の
等
級
に
応
じ
た
リ
ハ

ビ
リ
補
助
金
を
付
け
、
在
宅
介
護
の

推
進
と
、
そ
の
家
族
の
支
え
に
な
れ
る
岐
南

町
に
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

自
治
会
の
生
ご
み
を
捨
て
る
場
所
は
自
治

会
が
土
地
の
持
ち
主
な
ど
に
交
渉
し
頼
ん
で

場
所
を
確
保
し
て
い
る
経
緯
を
考
え
る
と
、

自
治
会
か
ら
ご
み
袋
な
ど
を
買
う
と
安
く

買
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
自
治
会
が
ご

み
捨
て
場
の
管
理
を
し
て
い
る
理
由
と
自
治

会
加
入
者
へ
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
つ
な
が
り
ま

す
の
で
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

Q
自
治
会
加
入
者
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
ご
み
の
有
料
化
に
関
連
さ
せ
て

は
ど
う
か
。

可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
治
会
へ

の
加
入
率
が
上
が
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

平
等
な
考
え
方
と
は
、
社
会
的
な
視
点
か

ら
考
え
る
と
、
会
社
で
仕
事
を
頑
張
っ
て
い

る
人
と
そ
う
で
な
い
人
と
同
じ
給
料
で
は
駄

目
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
じ
で
、
自
治

会
員
と
非
自
治
会
員
で
は
岐
南
町
へ
の
貢
献

度
も
違
っ
て
い
る
の
に
同
じ
待
遇
で
は
お
か

し
い
、
と
の
声
も
住
民
か
ら
上
が
っ
て
い
ま

す
。

（
総
務
部
長
）
加
入
者
と
非
加
入

者
の
貢
献
度
は
異
な
る
も
の
の
、

ど
ち
ら
も
地
域
社
会
に
お
い
て
重
要
な
存

在
で
あ
り
、
自
治
会
加
入
者
と
非
加
入

者
の
待
遇
に
差
を
つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

A Q
岐
南
町
の
考
え
は
。

（
総
務
部
長
）地
域
の
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
自
治
会
が
継
続

し
て
活
動
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

住
民
の
声
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

A Q
自
治
会
員
さ
ん
と
非
自
治
会
員
さ

ん
の
区
別
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
は

よ
い
が
、
区
別
が
な
い
以
上
、
自
治
会
が

解
散
し
た
場
合
も
、
他
の
存
続
し
て
い
る
自

治
会
と
同
じ
扱
い
で
、
歩
い
て
約
１
、
２
分

以
内
で
生
ご
み
を
捨
て
る
場
所
を
確
保
し
て

い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

村山 博司 議員
むらやま ひろし

渡邉 憲司 議員
わたなべ けんじ

も
っ
と
も
重
要
な
生
理
現
象
の
一
つ
で
あ
る

排
泄
行
為
が
在
宅
介
護
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
に
な
っ
て
お
り
、
寝
た
き
り
で
身
体
が
硬

直
し
た
人
の
お
む
つ
替
え
は
非
常
に
難
し

く
、
そ
の
行
為
を一日
何
度
も
何
度
も
繰
り

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
困
難
の
極
み
と
い

え
ま
す
。
在
宅
介
護
で
寝
た
き
り
の
場
合
、

ボ
ト
ッ
ク
ス
注
射
を
し
、
そ
の
後
も
リ
ハ
ビ

リ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
四
肢
が
硬
直
し
て

困
難
だ
っ
た
お
む
つ
替
え
を
す
る
と
き
に
障

害
者
が
痛
が
る
こ
と
が
な
く
お
む
つ
替
え
が

楽
に
な
り
、
排
泄
物
が
布
団
な
ど
に
付
着

す
る
リ
ス
ク
の
軽
減
に
も
な
り
ま
す
。

Q
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
と
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
違
う
。
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
開
催
は
ゼ
ロ
の
ま
ま
。
何
故
、
公
約
が

果
た
さ
れ
な
い
の
か
。
合
理
的
な
理
由
を
示

す
べ
き
で
は
。

通
常
重
大
ミ
ス
に
対
し
、
実
務
対
応
は
担

当
課
が
行
う
の
は
い
い
と
し
て
、
納
税
通
知

書
や
督
促
状
と
同
じ
く
、
町
長
名
で
謝
罪

文
を
出
す
の
が
当
た
り
前
で
は
な
い
か
。

税
の
課
税
誤
り
は
終
結
し
た
か

部
長
　再
発
防
止
に
努
め
ま
す

（
総
務
部
長
）
職
場
内
の
規
律
や

情
報
共
有
の
本
来
あ
る
べ
き
姿

は
、
組
織
の
健
全
な
運
営
と
効
率
的
な

業
務
遂
行
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
要

素
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
（
総
務
部
長
）
勧
告
を
受
け
る
前

に
処
理
を
行
う
こ
と
は
、
要
求
者

の
権
利
や
意
見
を
無
視
す
る
こ
と
に
繋

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
こ
の
勧
告

を
受
け
て
か
ら
の
処
理
に
つ
い
て
は
適
正

で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

AQ
職
場
内
規
律
、
情
報
共
有
の
本
来

あ
る
べ
き
姿
と
は
。
職
員
の
皆
さ
ん

が
責
任
を
持
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き

る
よ
う
職
場
環
境
の
構
築
が
望
ま
れ
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

も
よ
い
旨
の
通
知
を
す
る
の
が
必
要
で
は
な

い
か
。
算
定
基
準
、
算
定
根
拠
が
曖
昧
で

は
な
い
か
。
町
民
の
皆
様
に
も
納
得
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
詳
細
な
資
料
提
出
、
説

明
を
求
め
る
。

（
総
合
政
策
部
長
）
町
民
の
皆
様

に
よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
説
明
会
の
開
催
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
で
広
く
周
知
説
明
し
ま
す
。

A Q
ご
み
有
料
化
問
題
は
、
町
民
の
皆

様
の
負
担
の
軽
減
が
で
き
る
よ
う

に
町
民
説
明
会
を
頻
繁
に
開
催
し
周
知
徹

底
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
総
務
部
長
）
職
員
に
対
す
る
研

修
機
能
の
活
用
は
、
町
に
お
い
て

も
重
要
な
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
ま

す
。 A Q

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
等
研
修
負
担

金
は
、
い
つ
か
ら
支
払
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
既
存
の
研
修
機
能
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
、
当
町
職
員
の
利
用
状
況
は

ど
う
か
。

Q
職
員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
。

公
平
委
員
会
の
勧
告
が
あ
っ
た
の
で

対
応
す
る
と
い
う
町
長
の
考
え
だ
が
、
な

ぜ
今
ま
で
見
過
ご
さ
れ
た
の
か
。
令
和
５
年

12
月
13
日
に
公
平
委
員
会
に
措
置
要
求
が

あ
り
こ
の
時
点
で
は
、
前
町
長
が
３
月
５
日

辞
職
す
る
こ
と
が
わ
か
る
は
ず
が
な
い
。
令

和
６
年
２
月
27
日
第
三
者
調
査
委
員
会
の

報
告
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
報
告
書
に
基
づ

い
て
２
月
28
日
に
５
分
前
に
朝
礼
し
な
く
て

一般質問一般質問

（
総
合
政
策
部
長
）
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
、
町
へ
の
要
望
を
届

け
る
場
と
な
り
が
ち
で
、
一
部
の
意
見
に

偏
る
こ
と
か
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
方
式

で
実
施
し
ま
す
。

AQ
巡
回
バ
ス
は
、
令
和
７
年
度
は
廃
止

を
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
い
い
の

か
。
遅
く
と
も
令
和
８
年
度
末
を
も
っ
て
廃

止
す
る
の
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
契
約
期
間
が

終
了
す
る
令
和
８
年
度
末
を
も
っ

て
、
現
行
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を

終
了
す
る
よ
う
進
め
ま
す
。

A
（
総
務
部
長
）
発
覚
後
、
早
急
に

状
況
把
握
と
原
因
究
明
に
努
め
、

後
日
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

A

Q
人
的
ミ
ス
は
大
な
り
小
な
り
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
い
ま
だ
に
ミ
ス
が

あ
る
よ
う
で
は
町
民
の
不
信
を
招
き
か
ね
な

い
。
全
件
調
査
を
行
な
っ
た
よ
う
だ
が
終
結

し
た
と
の
理
解
で
い
い
の
か
。

Q
昨
年
の
固
定
資
産
税
の
課
税
ミ
ス
の

報
道
発
表
以
降
、
議
会
で
も
「
再

発
防
止
策
を
講
じ
た
」
と
の
説
明
だ
が
、

今
回
、
ま
た
発
生
し
た
。
再
発
防
止
し
て

も
再
発
し
た
た
め
、
防
止
に
な
っ
て
い
な
い
。

（
総
務
部
長
）
報
道
発
表
以
降
、

再
発
防
止
の
た
め
、
複
数
人
に
よ

る
入
力
確
認
を
一
層
徹
底
し
て
い
ま
す
。

A
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用
水
路
の
安
全
対
策
を

部
長
　事
故
防
止
体
制
を
つ
く
る

野
良
猫
と
共
に
生
き
る
！

犬
の
ふ
ん
害
対
策
！

岐
南
町
の
商
工
業
者
を
守
る
！

役
場
内
の
環
境
は

水
路
で
の
事
故
を
防
ぐ
！

自
治
会
加
入
と
ご
み
有
料
化
は

子
ど
も
の
環
境
改
善
を

町
の
環
境
の
改
善
を

（
総
合
政
策
部
長
）
町
内
各
所
に

「
ふ
ん
の
持
ち
帰
り
」
看
板
を
設

置
し
て
お
り
、
ま
た
啓
発
活
動
と
し
て

広
報
紙
で
犬
の
飼
い
主
へマ
ナ
ー
の
重
要

性
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
岐

南
町
飼
い
犬
等
の
ふ
ん
害
の
防
止
に
関

す
る
要
綱
」
に
基
づ
き
、
適
切
な
処
理

方
法
に
つ
い
て
個
別
に
注
意
・
指
導
を

行
って
い
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
街
道
の
注
意
看
板
に
つ
い
て
は
、

景
観
に
配
慮
し
な
が
ら
も
ア
ピ
ー
ル
度
の

高
い
デ
ザ
イ
ン
、
視
線

誘
導
、
場
所
を
十
分
検

討
し
今
後
設
置
し
ま
す
。

A に
ぎ
わ
い
街
道
は
多
く
の
方
が
散
歩
な
ど
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
犬
の
ふ
ん
が
よ
く
落

ち
て
い
ま
す
。
看
板
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す

が
、
抑
止
効
果
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
の
で
、
も
っ
と
飼
い
主
の
心
に
刺
さ
る

キ
ャ
ッ
チ
ー
な
看
板
を
設
置
す
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。

Q
現
在
、
犬
の
ふ
ん
害
対
策
は
行
っ
て

い
る
か
。

岐
南
町
に
お
い
て
は
過
去
何
十
年
と
大
き
な

事
故
は
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
が
、
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
の
が
事
故
で
あ
り
、
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
対
策
を
す
る
の
が
行
政
の
仕
事
で
す
。

事
故
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。

田
植
え
の
時
期
も
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
早
急

な
対
策
が
必
要
で
す
。

（
総
務
部
長
）
町
で
は
公
共
工
事

を
発
注
す
る
際
、
入
札
執
行
通

知
に
お
い
て
「
下
請
人
に
工
事
の
一
部
を

請
け
負
わ
せ
る
場
合
、
町
内
業
者
育
成

の
観
点
か
ら
極
力
岐
南
町
内
の
業
者
に

請
け
負
わ
せ
る
」
旨
を
記
載
し
、
契
約

の
際
に
も
町
内
業
者
の
活
用
を
促
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
内
業
者
の
入
札
参
加

資
格
を
引
き
下
げ
て
お
り
、
町
内
業
者

が
活
躍
で
き
る
場
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

A Q
現
在
行
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

岐
南
町
民
の
税
金
で
行
わ
れ
る
公
共
事
業

は
町
内
の
業
者
で
行
い
、
お
金
を
回
す
こ
と

が
理
想
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）
町
内
の
基
幹

農
業
用
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
羽
島
用
水
土
地
改
良
区
が
担
って
い

ま
す
。
町
と
し
て
は
管
理
者
で
あ
る
羽

島
用
水
土
地
改
良
区
に
対
し
さ
ら
な
る

安
全
対
策
の
強
化
を
要
請
し
ま
す
。

A Q
用
水
路
に
柵
を
設
置
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

（
土
木
部
長
）
今
後
、
道
・
水
路

パ
ト
ロ
ー
ル
や
危
険
箇
所
の
情
報

提
供
等
を
も
と
に
、
関
係
機
関
と
も
よ

く
調
整
の
上
、
事
前
に
事
故
が
防
げ
る

よ
う
対
策
に
つ
い
て
は

迅
速
か
つ
効
果
的
に

対
応
で
き
る
体
制
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

A Q
土
木
課
と
し
て
何
か
対
策
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
。

長谷川 淳 議員
はせがわ じゅん

Q
自
治
会
加
入
率
の
推
移
は
。

雑
草
の
除
去
を
計
画
的
に

部
長
　定
期
的
な
実
施
を
検
討

（
総
務
部
長
）
職
員
に
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
意
識
調
査
を
行
い
相
互

支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

業
務
の
円
滑
化
の
た
め
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

連
携
の
強
化
な
ど
努
め
ま
す
。

A
（
総
合
政
策
部
長
）
学
校
に
空
き

教
室
が
な
い
の
で
今
後
も
継
続
し

ま
す
。

町
民
セ
ン
タ
ー
利
用
者
に
は
配
慮
し
て
い

き
ま
す
。

AQ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
例
を
制
定
す
る
な

ど
問
題
対
応
も
あ
り
、
役
場
内
に

お
い
て
町
民
に
対
し
て
円
滑
な
業
務
が
行

わ
れ
て
い
る
か
、
指
導
や
注
意
な
ど
問
題

な
く
さ
れ
て
い
る
か
。

（
総
務
部
長
）
総
務
人
事
課
を
設

置
し
効
率
化
と
人
材
確
保
、
広

報
紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
募
集
情
報
発
信
、

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な
ど
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

A Q
職
員
の
確
保
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
。

（
福
祉
部
長
）
保
育
施
設
の
人
員

は
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

A
（
福
祉
部
長
）
令
和
５
年
度
は
延

べ
２
４
９
０
人
と
利
用
者
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

宿
題
や
ゲ
ー
ム
な
ど
、
多
世
代
交
流
も

あ
り
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
す
。

A
（
福
祉
部
長
）
あ
り
ま
せ
ん
。

AQ
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
「
ほ

ほ
え
み
子
ど
も
館
」
の
利
用
者
数
と

効
果
は
。

Q
学
童
保
育
を
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
う

こ
と
に
よ
り
本
来
の
利
用
者
に
影
響

は
な
い
か
、
現
在
の
ま
ま
継
続
し
て
い
く
の

か
。

一般質問一般質問

（
総
務
部
長
）
平
成
26
年
で
84
・

４
％
、
令
和
６
年
で
75
・
４
％
と
、

10
年
間
で
９
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

A
（
総
務
部
長
）
窓
口
で
自
治
会
加

入
促
進
チ
ラ
シ
の
配
布
と
内
容
紹

介
を
し
て
い
ま
す
。

A

Q
子
ど
も
会
の
加
入
率
は
。

Q
保
育
施
設
で
の
待
機
は
あ
る
か
。

（
住
民
部
長
）
町
内
の
子
ど
も
会

の
数
は
29
、児
童
数
１
４
２
６
名
、

加
入
者
数
は
１
１
０
７
名
で
加
入
率
は

77
・
６
％
で
、
減
少
傾
向
で
す
。

A

Q
転
入
時
の
自
治
会
加
入
の
勧
め
方

は
。

Q
ご
み
有
料
化
に
伴
い
自
治
会
の
作
業

な
ど
変
化
は
。

Q
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
大
人
の
役
目
で
あ
る

が
、
保
育
園
や
小
・
中
学
校
の
教
職
員
の

確
保
は
で
き
て
い
る
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
回
収
に
な
る
も
の
が
あ
り
、
自

治
会
の
当
番
回
数
が
減
り
、
負
担
減
に

な
り
ま
す
。

A

（
教
育
長
）
小
・
中
学
校
の
教
員

定
数
は
確
保
、
加
配
教
員
は
15

人
中
13
人
ま
で
確
保
し
て
い
ま
す
。

A

Q
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
雑
草
の
生
育

が
早
く
町
内
各
所
で
迷
惑
と
な
っ
て

い
る
。

自
治
会
の
排
水
路
清
掃
に
お
い
て
泥
の
処
理

の
前
に
草
や
木
の
除
去
が
大
変
で
計
画
的
な

対
応
は
で
き
な
い
か
。

（
土
木
部
長
）
予
算
の
都
合
も
あ

り
厳
し
い
で
す
が
、
住
環
境
の
改

善
や
安
全
の
た
め
自
治
会
の
ご
協
力
も

賜
り
、
今
後
定
期
的
な
実
施
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

A
（
総
合
政
策
部
長
）「
さ
く
ら
ね
こ
」

の
無
料
不
妊
手
術
事
業
な
ど
を

活
用
で
き
ま
す
が
、
引
き
続
き
地
域
と

の
共
生
が
求
め
ら
れ
地
域
全
体
で
ど
う

見
守
り
、
適
切
に
管
理
し
て
い
く
か
と
い

う
大
き
な
課
題
も
残
り
ま
す
。
町
は
、

野
良
猫
の
苦
情
対
応
と
し
て
「
野
良
猫

を
増
や
さ
な
い
た
め
、
地
域
の
生
活
環

境
を
守
る
た
め
に
も
安
易
な
餌
や
り
を

控
え
る
」
旨
の
発
信
を
行
って
お
り
、
今

後
も
餌
や
り
を
し
て
い
る
方
へ
の
個
別
の

指
導
や
、
マ
ナ
ー
向
上
の
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

A Q
野
良
猫
の
不
妊
手
術
事
業
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

松　 浩二 議員
まつばら こうじこうじ
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長
谷
川 

淳

広
瀬 

恵
理
子

松
　 

浩
二

松
本 

暁
大

村
山 

博
司

議
会
広
報

特
別
委
員

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

■
今
議
会
の
補
正
予
算
で
は
公
平
委
員
会
の
措
置
要
求
に
基
づ

き
、
前
町
長
の
指
示
に
よ
る
５
分
間
の
労
働
に
対
す
る
未
払
い
賃

金
約
一
千
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
の
賛
否
も
分
か
れ

た
こ
と
か
ら
特
集
ペ
ー
ジ
も
作
り
ま
し
た
の
で
、YouT

ube

と

併
せ
て
ご
覧
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
長
谷
川
）

■
今
回
予
算
特
別
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
を
担
当
し
ま
し
た
。
数
多

く
の
新
規
事
業
が
進
め
ら
れ
る
中
、
活
発
に
話
し
合
い
を
行
う
こ

と
で
、
よ
り
深
い
理
解
が
得
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
多
種
多
様
な
考

え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
常
に
町
全
体
を
考
え
た
行

動
を
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　（
広
瀬
）

■
物
価
上
昇
が
続
き
生
活
に
影
響
が
及
ん
で
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
人
口
減
少
も
進
み
岐
阜
県
も
２
０
０
万
人
を
割
る
な
ど
、

今
後
に
お
い
て
同
じ
よ
う
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
か
と

い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。
町
で
で
き
る
こ
と
、
国
や
県
と
連
携
す

る
こ
と
な
ど
、
議
会
と
し
て
未
来
に
向
け
て
今
や
る
べ
き
こ
と
を

し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

（
松

）

■
常
任
委
員
会
の
特
集
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
上
で
い
つ
も
感
じ
る

こ
と
は
、
質
疑
と
答
弁
が
嚙
み
合
って
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
こ

と
で
す
。
一
般
質
問
で
も
散
見
し
ま
す
が
、
議
員
、
行
政
の
ど
ち

ら
も
論
点
の
整
理
や
準
備
が
で
き
て
い
る
状
態
で
臨
ま
な
け
れ
ば
、

た
だ
の
集
ま
り
で
し
か
な
い
と
感
じ
る
次
第
で
す
。

（
松
本
）

■
多
数
決
は
民
主
主
義
の
基
本
原
理
で
す
。
立
場
に
よ
って
主
張

が
異
な
る
こ
と
は
、
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
多
数
派
の
意
見

ば
か
り
に
基
づ
い
て
意
思
決
定
が
な
さ
れ
、
少
数
派
の
意
見
が
極

め
て
通
り
づ
ら
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

多
様
な
意
見
を
吸
い
上
げ
る
丁
寧
な
議
論
・
説
明
が
重
要
で
す
。

必
要
な
改
革
・
改
善
が
な
さ
れ
ず
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
な
環

境
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
村
山
）

北小学校６年

宮本由弥子さんの
作品です

表紙の題字

みやもと ゆみこ

もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

岐南町「菊友会」

特集

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

YouTube 岐南町議会
公式チャンネル

岐南町「菊友会」会長
髙見　幸夫さん

岐南町「菊友会」は昭和60年４月の結成から、現在に至る
40年間活動を続けており、公民館クラブ・サークル登録
団体で、また岐南町文化協会所属団体でもあります。
岐南町の実習室で毎月、原則土曜日14時～16時「岐南
菊友会」として活動しています。菊友会の活動は４月初旬
から土づくり、植付け、摘心、挿し芽、芽の整理や支柱立
て、つぼみ選定、芽かきなどを教えていただきながら、10
月末の菊花展に向けて活動を行っています。

岐南町の花「菊」
親しみがあり栽培しやすいことから、昭和50年の公募で
「菊」が選ばれました。菊は古くから人々に愛され、菊の花
言葉は高貴、高潔、高尚。気高く、気品に満ち溢れた菊の
花の姿からそう意味づけられております。苗から育て大
輪、中輪、小菊など秋には綺麗な花が咲きます。
皆さんも育ててみてはいかがでしょうか。
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